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●
今
議
会
の
概
要 

平
成
21
年
度
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
７
日

に
召
集
さ
れ
、
10
月
５
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。 

今
議
会
は
、
逮
捕
さ
れ
た
小
梛
議
員
か
ら
辞

職
願
が
提
出
さ
れ
た
た
め
、
ま
ず
、
議
員
辞
職

の
件
が
付
議
さ
れ
、
全
員
一
致
で
許
可
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
議
長
も
自
動
的
に
空
席

に
な
り
、
直
ち
に
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
新
政

ち
ば
の
佐
々
木
久
昭
議
員
（
若
葉
区
・
６
期
）

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

今
定
例
会
に
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
議
案
は
、

全
47
件
で
、
そ
の
内
訳
は
、
予
算
案
６
件
（
補 

                                正
予
算
６
件
） 
条
例
案
９
件
（
制
定
１
件
、
一

部
改
正
８
件
）
一
般
議
案
７
件
（
住
居
表
示
の

実
施
１
件
、
町
の
区
域
及
び
名
称
の
変
更
１
件
、

工
事
請
負
契
約
１
件
、
工
事
委
託
契
約
１
件
、

和
解
１
件
、
損
害
賠
償
額
の
決
定
及
び
和
解
１

件
、
市
道
路
線
の
認
定
及
び
廃
止
１
件
）
決
算

の
認
定
19
件
、
新
副
市
長
人
事
を
含
め
た
『
人

事
案
件
』
が
５
件
、
そ
し
て
先
の
第
２
回
定
例

会
に
お
い
て
継
続
審
議
に
な
っ
て
い
た
「
特
別

職
の
職
員
の
給
与
並
び
に
旅
費
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」
を
加

え
た
１
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
議
員
か
ら
の
発
議
２
件
（
条
例
案

１
件
・
決
議
１
件
）
と
市
民
か
ら
の
請
願
８
件
、

陳
情
４
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
市
長
提
出
の
す
べ
て
の
議
案
に

つ
い
て
は
全
員
一
致
も
し
く
は
賛
成
多
数
で
可

決
、
議
員
発
議
に
つ
い
て
は
条
例
案
が
否
決
、

「
議
会
と
市
政
の
信
頼
回
復
に
関
す
る
決
議
」

が
全
員
一
致
で
可
決
、
請
願
に
つ
い
て
は
、
我

が
会
派
の
議
員
が
紹
介
議
員
と
な
っ
て
い
た

「
千
城
台
南
調
整
池
（
坂
月
第
２
調
整
池
）
周

辺
の
親
水
公
園
化
に
関
す
る
請
願
」
と
「
加
曽

利
貝
塚
の
世
界
遺
産
へ
の
登
録
に
関
す
る
請

願
」
の
他
１
件
が
採
択
、
４
件
の
請
願
に
つ
い

て
は
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。
陳
情
は
、
２
件

が
不
採
択
、
２
件
が
継
続
審
議
と
な
り
ま
し
た
。 

●
平
成
20
年
年
度
決
算
の
認
定
に
つ
い
て 

毎
年
９
月
の
定
例
議
会
は
、
決
算
の
認
定
の

た
め
、
議
員
全
員
で
構
成
す
る
特
別
委
員
会
を

設
置
し
、
こ
の
委
員
会
を 

更
に
２
つ
の
分
科
会

分
け
て
審
議
し
て
お
り
ま
す
。 

に

 

平
成
20
年
度
決
算
は
、
歳
入
面
で
は
、
市
税

収
入
が
前
年
度
を
わ
ず
か
に
上
回
り
、
４
年
連

続
の
増
収
と
な
る
一
方
、
市
債
や
国
庫
支
出
金

大
幅
に
減
と
な
り
ま
し
た
。 

が

 

ま
た
、
歳
出
面
で
は
、
公
債
費
が
増
加
し
た

も
の
の
、
き
ぼ
ー
る
や
市
立
千
葉
高
等
学
校
が

完
成
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
投
資
的
経
費
が
大

幅
に
減
少
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
歳
入
歳
出

の
決
算
総
額
は
、
前
年
度
に
比
較
し
て
大
幅
な

少
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。 

減

 

こ
の
結
果
、
平
成
20
年
度
の
一
般
会
計
決
算

額
は
、
歳
入
３
，
２
３
３
億
９
，
８
０
０
万
円
、

歳
出
３
，
２
２
１
億
９
，
９
０
０
万
円
と
な
り
、

実
質
収
支
３
億
７
，
０
０
０
万
円
と
な
っ
た
と

こ
と
で
す
。 

の

 

な
お
、
実
質
収
支
額
は
、
当
初
予
定
し
て
い

た
市
債
管
理
基
金
へ
の
20
億
円
の
償
還
を
と

り
や
め
て
赤
字
を
回
避
し
た
も
の
で
あ
り
、
非

常
に
厳
し
い
決
算
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
わ
れ
ま

。 

す

 

さ
ら
に
、
市
債
の
発
行
に
つ
い
て
は
、
経
済

環
境
や
雇
用
情
勢
が
急
速
に
悪
化
し
、
法
人
市

民
税
の
減
収
が
あ
り
、
こ
れ
を
補
う
た
め
、
減

収
補
て
ん
債
を
発
行
せ
ざ
る
を
得
ず
、
市
債
残

高
が
増
加
し
た
こ
と
は
、
財
政
の
健
全
化
に
向

け
、
舵
を
切
っ
た
初
年
度
と
し
て
残
念
な
結
果

で
あ
り
ま
す
し
、
借
入
金
へ
の
償
還
を
先
送
り

し
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、
今
後
の
予
算
編
成
へ

の
影
響
を
懸
念
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

今
後
は
、
新
た
に
策
定
さ
れ
る
財
政
健
全
化

プ
ラ
ン
や
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
に
基
づ

き
、
財
政
健
全
化
に
向
け
、
積
極
的
に
取
り
組

む
こ
と
を
強
く
要
望
し
て
い
き
た
い
と
存
じ

す
。 

ま

 
 

な
お
、
３
年
次
目
と
な
る
第
２
次
５
か
年

計
画
の
進
捗
率
は
、
累
計
で
59
．
５
％
と
な

っ
て
お
り
、
ま
た
、
行
政
改
革
の
推
進
に
つ
い

て
は
、
平
成
21
年
度
ま
で
の
５
年
間
を
計
画

期
間
と
す
る
新
行
政
改
革
推
進
計
画
の
４
年

次
目
と
し
て
、
事
務
事
業
の
見
直
し
を
は
じ
め
、

104
項
目
に
取
り
組
み
、
約
75
億
円
の
財
政
的

効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
の
報
告
を

受
け
ま
し
た
。 

●
平
成
21
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て 

議
案
78
号
は
、
平
成
21
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
で
、
歳
入
歳
出
予
算
に
つ
い
て
は
、
国

の
経
済
危
機
対
策
に
よ
る
第
１
次
補
正
予
算

に
伴
い
、
総
額
54
億
２
０
０
万
円
を
国
庫
支

出
金
等
を
財
源
と
し
て
追
加
し
ま
し
た
。 

今
回
の
補
正
に
よ
り
、
一
般
会
計
の
総
額
は
、

３
，
４
６
６
億
９
，
１
０
０
万
円
と
な
り
ま
す
。 

今
回
の
補
正
予
算
で
最
も
額
が
大
き
い
の

が
、
ス
ク
ー
ル
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
構
想
関
連
整

備
事
業
費
で
、
小
学
校
耐
震
補
強
の
約
10
億

円
、
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
の
約
９
億
円
に
加
え
、

電
子
黒
板
整
備
、
養
護
教
諭
用
パ
ソ
コ
ン
整
備
、

公
民
館
地
上
デ
ジ
タ
ル
整
備
な
ど
、
総
額
約

21
億
円
弱
が
追
加
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
耐

震
補
強
に
つ
い
て
は
、
平
成
22
～
24
年
度
に

整
備
予
定
だ
っ
た
あ
や
め
台
小
・
都
小
・
院
内

小
・
大
森
小
・
幕
張
南
小
の
５
校
が
前
倒
し
に

な
り
、
景
気
対
策
と
同
時
に
児
童
の
安
心
安
全

に
寄
与
で
き
る
と
思
い
ま
す
。 

こ
の
ほ
か
、
雇
用
対
策
と
し
て
、
緊
急
雇
用

創
出
事
業
臨
時
特
例
基
金
の
活
用
や
、
就
労
能

力
及
び
就
労
意
欲
の
あ
る
離
職
者
の
う
ち
、
住

宅
を
喪
失
ま
た
は
喪
失
す
る
お
そ
れ
の
あ
る

者
に
対
し
て
住
宅
手
当
を
支
給
す
る
住
宅
手

当
緊
急
特
別
措
置
、
炭
素
革
命
関
連
と
し
て
の

商
店
街
街
路
灯
エ
コ
型
電
球
導
入
や
、
子
育
て

支
援
と
し
て
の
子
育
て
応
援
特
別
手
当
や
母

子
家
庭
就
業
促
進
給
付
金
の
拡
充
な
ど
、
ま
さ

に
景
気
の
底
上
げ
を
狙
っ
た
事
業
が
補
正
予

算
に
計
上
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。 

是
非
速
や
か
に
実
行
に
移
し
、
効
果
を
あ
げ

て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。 
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こ
の
度
、
前
市
長
の
収
賄
容
疑
事
件
に
続
き
、
現
職
の
議
長
が
恐
喝
未
遂
容
疑

で
逮
捕
さ
れ
る
と
い
う
不
祥
事
を
起
こ
し
、
市
民
の
皆
様
に
、
市
議
会
に
対
す
る

不
信
を
招
き
、
信
頼
を
著
し
く
失
墜
さ
せ
る
と
と
も
に
、
本
市
の
イ
メ
ー
ジ
を
更

に
低
下
さ
せ
る
な
ど
、
多
大
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
、
誠
に
申
し
訳

な
く
、
議
長
を
推
薦
し
た
会
派
の
代
表
と
し
て
、
心
か
ら
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
回
の
事
件
の
責
任
を
取
り
、
会
派
の
幹
事
長
職
を
辞
す
る
覚
悟
で
お
り
ま
し

た
が
、
責
任
の
取
り
方
は
辞
め
る
こ
と
で
は
な
く
、
信
頼
回
復
に
全
力
を
尽
く
す

こ
と
だ
と
先
輩
、
同
僚
議
員
を
は
じ
め
、
様
々
な
方
々
か
ら
あ
り
が
た
い
お
言
葉

を
頂
戴
し
、
決
意
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

ま
ず
は
、
再
発
防
止
に
向
け
て
、
法
令
遵
守
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
具
体

策
と
し
て
政
治
倫
理
条
例
の
制
定
や
議
長
選
出
方
法
の
見
直
し
に
取
り
組
み
、
議

会
改
革
も
更
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
。 

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
議
員
全
員
の
共
通
認
識
と
す
る
こ
と
と
し
、
今
議
会

の
冒
頭
で
決
議
し
ま
し
た
。
新
た
に
就
任
さ
れ
た
佐
々
木
議
長
も
こ
の
決
議
を
受

け
、
協
議
の
場
と
し
て
議
長
副
議
長
等
会
議
を
早
速
立
ち
上
げ
、
私
も
そ
の
メ
ン

バ
ー
の
一
人
に
指
名
し
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
政
治
倫
理
条
例
を
来
年
の
第

１
回
定
例
会
に
向
け
て
上
程
で
き
る
よ
う
、
休
会
中
も
協
議
を
続
け
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。 

今
後
と
も
、
失
わ
れ
た
信
頼
の
回
復
に
向
け
て
、
誠
心
誠
意
努
め
て
参
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

上
げ

 

申
し

ま
す
。

千
葉
市
議
会
議
員 

小 

川 

智 

之
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私
が
９
月
15
日
に
会
派
を
代
表
し
て
行
い
ま

し
た
代
表
質
問
と
そ
れ
に
対
す
る
市
長
か
ら
の

弁
の
一
部
を
以
下
、
掲
載
し
ま
す
。 
私
が
９
月
15
日
に
会
派
を
代
表
し
て
行
い
ま

し
た
代
表
質
問
と
そ
れ
に
対
す
る
市
長
か
ら
の

弁
の
一
部
を
以
下
、
掲
載
し
ま
す
。 

答

 

答

 

  
      

１ 

市
政
運
営
の
基
本
姿
勢
に
つ
い
て 

１ 

市
政
運
営
の
基
本
姿
勢
に
つ
い
て 

２ 

企
画
行
政
に
つ
い
て 

２ 

企
画
行
政
に
つ
い
て 

３ 

市
民
行
政
に
つ
い
て 

３ 

市
民
行
政
に
つ
い
て 

４ 

保
健
福
祉
行
政
に
つ
い
て 

４ 

保
健
福
祉
行
政
に
つ
い
て 

５ 

環
境
行
政
に
つ
い
て 

５ 

環
境
行
政
に
つ
い
て 

６ 

経
済
農
政
に
つ
い
て 

６ 

経
済
農
政
に
つ
い
て 

７ 

都
市
行
政
に
つ
い
て  

７ 

都
市
行
政
に
つ
い
て  

８ 

建
設
行
政
に
つ
い
て  

８ 

建
設
行
政
に
つ
い
て  

９ 

下
水
道
行
政
に
つ
い
て  

９ 

下
水
道
行
政
に
つ
い
て  

10 

消
防
行
政
に
つ
い
て  

10 

消
防
行
政
に
つ
い
て  

1

 

1

 

1 

教
育
行
政
に
つ
い
て 

1 

教
育
行
政
に
つ
い
て 

  
  

●

 

経
済
環
境
や
雇
用
情
勢
が
急
速
に
悪
化
し
、
平

成
20
年
度
に
お
い
て
も
法
人
市
民
税
の
減
収
が

あ
り
、
こ
れ
を
補
う
た
め
、
減
収
補
て
ん
債
を
46

億
円
発
行
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
議
会
に
お
い

て
も
、
企
業
収
益
の
減
少
に
伴
い
７
億
５
千
万
円

も
の
法
人
市
民
税
の
還
付
金
な
ど
の
補
正
予
算

提
案
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

●

 

経
済
環
境
や
雇
用
情
勢
が
急
速
に
悪
化
し
、
平

成
20
年
度
に
お
い
て
も
法
人
市
民
税
の
減
収
が

あ
り
、
こ
れ
を
補
う
た
め
、
減
収
補
て
ん
債
を
46

億
円
発
行
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
議
会
に
お
い

て
も
、
企
業
収
益
の
減
少
に
伴
い
７
億
５
千
万
円

も
の
法
人
市
民
税
の
還
付
金
な
ど
の
補
正
予
算

提
案
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

『
平
成
21
年
度
の
収
支
見
通
し
に
つ
い
て
』 

『
平
成
21
年
度
の
収
支
見
通
し
に
つ
い
て
』 

が

 

国
に
お
い
て
は
、
昨
年
度
来
、
数
次
に
わ
た
る

補
正
予
算
な
ど
の
経
済
対
策
を
行
っ
て
お
り
ま

す
が
、
す
ぐ
に
そ
の
効
果
が
市
税
収
入
に
現
れ
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
本
年
度

に
お
い
て
も
、
歳
入
の
根
幹
を
占
め
る
市
税
収
入

が
予
算
を
下
回
る
こ
と
も
想
像
に
難
く
な
い
わ

で
あ
り
ま
す
。 

が

 

国
に
お
い
て
は
、
昨
年
度
来
、
数
次
に
わ
た
る

補
正
予
算
な
ど
の
経
済
対
策
を
行
っ
て
お
り
ま

す
が
、
す
ぐ
に
そ
の
効
果
が
市
税
収
入
に
現
れ
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
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歳
入
面
で
は
、
市
税
が
、
景
気
悪
化
の
影
響
等

に
よ
り
、
法
人
市
民
税
を
中
心
に
、
当
初
予
算
額

大
幅
に
下
回
る
見
込
み
で
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す
。 
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、
20
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度
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算
の
実
質
収
支
で
あ
る
繰

越
金
が
少
額
で
あ
る
こ
と
や
、
土
地
売
り
払
い
収

入
な
ど
の
確
保
も
不
透
明
な
状
況
に
あ
り
ま
す
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一
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、
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で
は
、
生
活
保
護
費
や
幕
張
メ

ッ
セ
負
担
金
等
で
、
今
後
、
補
正
予
算
措
置
が
必

要
に
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
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政
収
支
の
見
通
し

は
極
め
て
厳
し
い
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況
に
あ
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ま
す
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、
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の
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収
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向
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な
ど
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の
歳
入
確
保
策
を
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と
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、
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の
執
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で
、
創
意
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に
よ
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費
節
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を
図
っ
た
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合
に
は
、
事
務
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等

に
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る
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の
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与
な
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を
検
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は
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な
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、
実
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で
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的
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、
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の
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、
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収
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の
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、
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で
は
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費
な
ど

の
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や
公
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費
が
増
加
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る
と
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に
、
現

在
の
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済
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情
勢
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の
対
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な
ど
各
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の
影
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に
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幅
な
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調
整
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金
や
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売
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払
い
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入

な
ど
の
臨
時
的
財
源
の
活
用
は
、
多
く
を
望
め
な

い
状
況
に
あ
る
ほ
か
、
退
職
手
当
債
の
活
用
や
市

債
管
理
基
金
か
ら
の
借
入
と
い
っ
た
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
の
財
源
対
策
を
続
け
る
と
、
実
質
公
債
費

比
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が
25
％
を
超
え
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
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入
に
よ
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を
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を
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に
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す
。 

ま
た
、
財
政
調
整
基
金
や
土
地
売
り
払
い
収
入

な
ど
の
臨
時
的
財
源
の
活
用
は
、
多
く
を
望
め
な

い
状
況
に
あ
る
ほ
か
、
退
職
手
当
債
の
活
用
や
市

債
管
理
基
金
か
ら
の
借
入
と
い
っ
た
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
の
財
源
対
策
を
続
け
る
と
、
実
質
公
債
費

比
率
が
25
％
を
超
え
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
歳
入
に
よ
る
財
源
対
策
を
抑
制
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

一
方
、
歳
出
面
で
は
、
公
債
費
や
扶
助
費
な
ど

の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
の
で
、
新
年
度
の
収
支

見
通
し
は
、
現
在
、
精
査
を
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、
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を
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調
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に
よ
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ば
、
可
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は
、
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と
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紙
類
が
約
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％
も
混
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し
て
い
る
と
伺
っ
て
お

り
、
い
わ
ゆ
る
無
関
心
層
へ
の
働
き
か
け
が
重
要

対
策
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。 
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そ
の
よ
う
な
中
で
、
収
集
体
制
の
見
直
し
と
し

て
10
月
１
日
か
ら
家
庭
ご
み
の
う
ち
、
古
紙
・

布
類
の
収
集
回
数
を
月
２
回
か
ら
週
１
回
に
、
可

燃
ご
み
の
収
集
回
数
を
週
３
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２
回
に

更
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

な

 

そ
の
よ
う
な
中
で
、
収
集
体
制
の
見
直
し
と
し

て
10
月
１
日
か
ら
家
庭
ご
み
の
う
ち
、
古
紙
・

布
類
の
収
集
回
数
を
月
２
回
か
ら
週
１
回
に
、
可

燃
ご
み
の
収
集
回
数
を
週
３
回
か
ら
週
２
回
に

更
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

変

 

そ
こ
で
、
収
集
体
制
の
見
直
し
に
よ
り
、
ど
の

う
な
効
果
が
期
待
で
き
る
の
か
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制
の
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直
し
に
よ
り
、
ど
の
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な
効
果
が
期
待
で
き
る
の
か
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ま
た
、
夏
場
に
お
け
る
生
ご
み
対
策
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。 
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ま
た
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夏
場
に
お
け
る
生
ご
み
対
策
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
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見
直
し
の
効
果
で
す
が
、
古
紙
・
布
類
の
収
集

日
を
増
や
し
、
可
燃
ご
み
の
収
集
日
を
減
ら
す
こ

と
に
よ
り
、
再
生
利
用
率
の
向
上
と
更
な
る
可
燃

ご
み
の
発
生
抑
制
が
見
込
ま
れ
、
本
年
度
の
目
標

で
あ
る
１
万
５
，
０
０
０
ト
ン
削
減
の
達
成
に
寄

す
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 
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見
直
し
の
効
果
で
す
が
、
古
紙
・
布
類
の
収
集

日
を
増
や
し
、
可
燃
ご
み
の
収
集
日
を
減
ら
す
こ

と
に
よ
り
、
再
生
利
用
率
の
向
上
と
更
な
る
可
燃

ご
み
の
発
生
抑
制
が
見
込
ま
れ
、
本
年
度
の
目
標

で
あ
る
１
万
５
，
０
０
０
ト
ン
削
減
の
達
成
に
寄

す
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
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与

 

ま
た
、
収
集
エ
リ
ア
を
行
政
区
単
位
に
整
理
し

た
こ
と
か
ら
収
集
効
率
の
向
上
・
収
集
経
費
の
削

減
が
で
き
る
ほ
か
、
地
域
ご
と
の
ご
み
排
出
デ
ー

タ
の
把
握
が
可
能
と
な
り
、
そ
の
地
域
の
実
情
に

そ
っ
た
排
出
指
導
な
ど
が
で
き
る
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。 

与

 

ま
た
、
収
集
エ
リ
ア
を
行
政
区
単
位
に
整
理
し

た
こ
と
か
ら
収
集
効
率
の
向
上
・
収
集
経
費
の
削

減
が
で
き
る
ほ
か
、
地
域
ご
と
の
ご
み
排
出
デ
ー

タ
の
把
握
が
可
能
と
な
り
、
そ
の
地
域
の
実
情
に

そ
っ
た
排
出
指
導
な
ど
が
で
き
る
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。 

次
に
、
夏
場
に
お
け
る
生
ご
み
対
策
に
つ
い
て

で
す
が
、
可
燃
ご
み
の
週
２
回
収
集
は
多
く
の
都

市
で
実
施
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
の
都
市
で
は
特
別
な

対
策
を
講
じ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
横
浜
市
で
は
、

７
・
８
月
の
２
か
月
間
、
週
３
回
の
収
集
を 

 

っ
て
お
り
ま
す
。 

次
に
、
夏
場
に
お
け
る
生
ご
み
対
策
に
つ
い
て

で
す
が
、
可
燃
ご
み
の
週
２
回
収
集
は
多
く
の
都

市
で
実
施
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
の
都
市
で
は
特
別
な

対
策
を
講
じ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
横
浜
市
で
は
、

７
・
８
月
の
２
か
月
間
、
週
３
回
の
収
集
を 

 

っ
て
お
り
ま
す
。 
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夏
場
の
週
３
回
収
集
に
つ
い
て
は
、
市
民
か
ら

の
ご
提
案
も
あ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
収
集
回
数
を

増
や
す
た
め
に
は
、
収
集
エ
リ
ア
を
再
編
成
し
、

家
庭
ご
み
す
べ
て
の
収
集
日
を
変
更
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。 
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夏
場
の
週
３
回
収
集
に
つ
い
て
は
、
市
民
か
ら

の
ご
提
案
も
あ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
収
集
回
数
を

増
や
す
た
め
に
は
、
収
集
エ
リ
ア
を
再
編
成
し
、

家
庭
ご
み
す
べ
て
の
収
集
日
を
変
更
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
臨
時
的
に
こ
の
期
間
の
た
め
の
収
集
車

両
及
び
人
員
の
確
保
が
必
要
と
な
り
ま
す
こ
と

ら
、
導
入
は
難
し
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
臨
時
的
に
こ
の
期
間
の
た
め
の
収
集
車

両
及
び
人
員
の
確
保
が
必
要
と
な
り
ま
す
こ
と

ら
、
導
入
は
難
し
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

か

 

夏
場
の
生
ご
み
対
策
と
し
て
は
、
買
い
過
ぎ
や

食
べ
残
し
に
気
を
つ
け
る
な
ど
生
ご
み
を
減
ら

す
工
夫
や
水
切
り
の
励
行
、
コ
ン
ポ
ス
ト
や
生
ご

み
減
量
処
理
機
な
ど
の
補
助
制
度
の
活
用
に
つ

て
の
周
知
を
さ
ら
に
図
っ
て
参
り
ま
す
。 

か

 

夏
場
の
生
ご
み
対
策
と
し
て
は
、
買
い
過
ぎ
や

食
べ
残
し
に
気
を
つ
け
る
な
ど
生
ご
み
を
減
ら

す
工
夫
や
水
切
り
の
励
行
、
コ
ン
ポ
ス
ト
や
生
ご

み
減
量
処
理
機
な
ど
の
補
助
制
度
の
活
用
に
つ

て
の
周
知
を
さ
ら
に
図
っ
て
参
り
ま
す
。 

い

 

今
後
と
も
、
効
果
的
な
対
策
に
つ
い
て
研
究
し
、

民
に
情
報
提
供
し
て
参
り
ま
す
。 

い

 

今
後
と
も
、
効
果
的
な
対
策
に
つ
い
て
研
究
し
、

民
に
情
報
提
供
し
て
参
り
ま
す
。 
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ゲ
リ
ラ
豪
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に
つ
い
て
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昨
年
の
７
月
末
か
ら
９
月
に
か
け
て
、
全
国
各

地
で
い
わ
ゆ
る
「
ゲ
リ
ラ
豪
雨
」
と
呼
ば
れ
る
局

地
的
集
中
豪
雨
が
相
次
ぎ
発
生
し
、
悲
惨
な
浸
水

被
害
に
よ
り
多
く
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。 

昨
年
の
７
月
末
か
ら
９
月
に
か
け
て
、
全
国
各

地
で
い
わ
ゆ
る
「
ゲ
リ
ラ
豪
雨
」
と
呼
ば
れ
る
局

地
的
集
中
豪
雨
が
相
次
ぎ
発
生
し
、
悲
惨
な
浸
水

被
害
に
よ
り
多
く
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。 

本
市
に
お
い
て
も
、
８
月
９
日
と
10
日
、
二

日
連
続
で
記
録
的
な
集
中
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
市

内
各
地
で
床
上
や
床
下
の
浸
水
被
害
と
道
路
冠

水
に
よ
る
交
通
遮
断
が
多
数
発
生
す
る
な
ど
、
市

民
生
活
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。 

本
市
に
お
い
て
も
、
８
月
９
日
と
10
日
、
二

日
連
続
で
記
録
的
な
集
中
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
市

内
各
地
で
床
上
や
床
下
の
浸
水
被
害
と
道
路
冠

水
に
よ
る
交
通
遮
断
が
多
数
発
生
す
る
な
ど
、
市

民
生
活
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。 
本
市
に
お
け
る
雨
水
対
策
は
「
10
年
に
１
回

程
度
の
大
雨
に
対
し
、
床
上
浸
水
被
害
等
の
防
除

を
目
標
に
整
備
を
進
め
る
」
と
の
こ
と
で
す
が
、

宅
地
等
へ
の
度
重
な
る
浸
水
被
害
や
広
範
囲
な

道
路
冠
水
が
発
生
し
て
い
る
状
況
を
鑑
み
、
市
の

整
備
水
準
を
引
き
上
げ
、
対
応
す
る
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。 

本
市
に
お
け
る
雨
水
対
策
は
「
10
年
に
１
回

程
度
の
大
雨
に
対
し
、
床
上
浸
水
被
害
等
の
防
除

を
目
標
に
整
備
を
進
め
る
」
と
の
こ
と
で
す
が
、

宅
地
等
へ
の
度
重
な
る
浸
水
被
害
や
広
範
囲
な

道
路
冠
水
が
発
生
し
て
い
る
状
況
を
鑑
み
、
市
の

整
備
水
準
を
引
き
上
げ
、
対
応
す
る
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。 

そ
こ
で
、
現
在
の
整
備
状
況
は
、
安
全
・
安
心

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で
、
満
足
す
る
レ

ベ
ル
な
の
か
。
多
発
す
る
浸
水
被
害
に
対
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
整
備
方
針
を
見
直
す
考
え
は
な
い

の
か
。
頻
発
す
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
の
か
。 

そ
こ
で
、
現
在
の
整
備
状
況
は
、
安
全
・
安
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の
ま
ち
づ
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を
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で
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満
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の
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い
く
の
か
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現
在
の
整
備
状
況
は
、
市
街
地
に
お
け
る
雨
水

対
策
と
し
て
、
平
成
14
年
度
に
雨
水
基
本
計
画

の
見
直
し
を
行
い
、
５
年
に
１
回
か
ら
10
年
に

１
回
程
度
の
大
雨
に
対
応
で
き
る
よ
う
整
備
水

準
を
引
き
上
げ
、
浸
水
被
害
の
軽
減
に
向
け
、
施

設
整
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。 

現
在
の
整
備
状
況
は
、
市
街
地
に
お
け
る
雨
水

対
策
と
し
て
、
平
成
14
年
度
に
雨
水
基
本
計
画

の
見
直
し
を
行
い
、
５
年
に
１
回
か
ら
10
年
に

１
回
程
度
の
大
雨
に
対
応
で
き
る
よ
う
整
備
水

準
を
引
き
上
げ
、
浸
水
被
害
の
軽
減
に
向
け
、
施

設
整
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。 

平
成
20
年
度
末
の
整
備
率
は
、
２
．
２
パ
ー

セ
ン
ト
と
低
く
、
満
足
す
る
レ
ベ
ル
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

平
成
20
年
度
末
の
整
備
率
は
、
２
．
２
パ
ー

セ
ン
ト
と
低
く
、
満
足
す
る
レ
ベ
ル
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

次
に
、
こ
れ
ま
で
の
整
備
方
針
を
見
直
す
こ
と

に
つ
い
て
で
す
が
、
現
在
の
雨
水
整
備
は
、
床
上

浸
水
な
ど
の
被
害
状
況
か
ら
、
緊
急
的
な
地
区
を

重
点
化
し
、
学
校
等
の
公
共
施
設
に
貯
留
・
浸
透

施
設
を
積
極
的
に
設
置
す
る
な
ど
、
対
策
施
設
を

分
散
化
し
、
効
果
的
な
雨
水
対
策
を
段
階
的
に
進

め
て
行
く
こ
と
を
基
本
と
し
て
お
り
ま
す
。 

次
に
、
こ
れ
ま
で
の
整
備
方
針
を
見
直
す
こ
と

に
つ
い
て
で
す
が
、
現
在
の
雨
水
整
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は
、
床
上
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の
被
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、
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的
な
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を

重
点
化
し
、
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の
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に
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透
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設
を
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に
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な
ど
、
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設
を
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散
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、
効
果
的
な
雨
水
対
策
を
段
階
的
に
進

め
て
行
く
こ
と
を
基
本
と
し
て
お
り
ま
す
。 

今
後
も
こ
の
整
備
方
針
を
基
本
と
し
て
参
り

ま
す
が
、
地
球
温
暖
化
等
の
影
響
に
よ
り
、
集
中

豪
雨
が
多
発
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
降
雨
特
性

と
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
場

合
、
状
況
に
応
じ
て
見
直
す
こ
と
も
検
討
し
て
参

り
ま
す
。 

今
後
も
こ
の
整
備
方
針
を
基
本
と
し
て
参
り

ま
す
が
、
地
球
温
暖
化
等
の
影
響
に
よ
り
、
集
中

豪
雨
が
多
発
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
降
雨
特
性

と
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
場

合
、
状
況
に
応
じ
て
見
直
す
こ
と
も
検
討
し
て
参

り
ま
す
。 

最
後
に
、
頻
発
す
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
の
か
に
つ
い

て
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
集
中
豪
雨
は
、
い
つ
発

生
す
る
の
か
予
測
が
難
し
い
こ
と
と
、
計
画
を
大

幅
に
上
回
り
、
下
水
道
の
排
水
能
力
を
は
る
か
に

超
え
る
雨
で
あ
る
た
め
、
公
的
施
設
の
整
備
だ
け

で
は
対
応
に
限
界
が
あ
り
ま
す
。 

最
後
に
、
頻
発
す
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
の
か
に
つ
い

て
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
集
中
豪
雨
は
、
い
つ
発

生
す
る
の
か
予
測
が
難
し
い
こ
と
と
、
計
画
を
大

幅
に
上
回
り
、
下
水
道
の
排
水
能
力
を
は
る
か
に

超
え
る
雨
で
あ
る
た
め
、
公
的
施
設
の
整
備
だ
け

で
は
対
応
に
限
界
が
あ
り
ま
す
。 

し
か
し
、
人
命
や
生
活
に
深
刻
な
影
響
を
与
え

る
浸
水
被
害
に
つ
い
て
は
、
出
来
る
だ
け
軽
減
を

図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
過
去
に
浸
水
被
害

が
発
生
し
た
地
域
と
、
今
回
の
豪
雨
で
被
害
が
発

生
し
た
地
域
を
対
象
に
、
対
策
施
設
や
住
民
の
自

助
を
促
進
す
る
支
援
策
で
あ
る
防
水
板
の
設
置

に
係
る
助
成
制
度
な
ど
の
検
討
を
進
め
て
参
り

ま
す
。 

し
か
し
、
人
命
や
生
活
に
深
刻
な
影
響
を
与
え

る
浸
水
被
害
に
つ
い
て
は
、
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来
る
だ
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を
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る
必
要
が
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る
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と
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、
過
去
に
浸
水
被
害

が
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と
、
今
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の
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で
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害
が
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を
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象
に
、
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策
施
設
や
住
民
の
自

助
を
促
進
す
る
支
援
策
で
あ
る
防
水
板
の
設
置

に
係
る
助
成
制
度
な
ど
の
検
討
を
進
め
て
参
り

ま
す
。 （
以
上
が
９
月
15
日
に
私
が
行
っ
た
質
問

容
と
答
弁
の
概
要
で
す
） 

（
以
上
が
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質
問
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と
答
弁
の
概
要
で
す
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